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３．前提条件の整理 

３－１ 対象施設及び対象地の概要 

（１）対象施設の状況 

○近畿大学 大阪狭山キャンパスの概略 
・総敷地面積：約 230,000 ㎡ 

  （利用部分：約 124,000 ㎡ 未利用部分：約 106,000 ㎡） 

・既存建物 

  医学部校舎、研究棟、病院、看護学校校舎 他 

 
図 3-1-1 近畿大学大阪狭山キャンパス（建物配置図）（出典：近畿大学 HP より） 

 
 

図 3-1-2 近畿大学大阪狭山キャンパス（建物パース図）（出典：近畿大学 HP より） 
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（２）対象地の状況 

 対象地の状況について、以下の通りに示す。 

 

■広域図                 ■周辺図 

※対象地から最寄りの高速道路入口 

（美原北 IC）まで約 30 分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■対象地の概要 

 
 
 
 
 

所 在：大阪府大阪狭山市大野東 377-2 他（民有地等含む） 

面  積：約 26ha 

地 権 者：近畿大学他 

用途地域：第一種中高層住居専用地域（建蔽率 60%、容積率 200%）、準防火地域 

法規制等：宅地造成工事規制区域（全域）、土砂災害（特別）警戒区域（一部）、 

内水浸水区域（一部）、埋蔵文化財包蔵地（一部）、 

保存樹林（一部）、生産緑地（一部） 

そ の 他：電気（特別高圧）あり 
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■航空写真                      ■都市計画図 

  
 
■宅地造成工事規制区域図               ■ハザードマップ、生産緑地図 
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